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山梨県都留市十日市場地域及び尾崎山における

ニホンカモシカの生息状況

西丸尭宏＊， 北垣憲仁 **， 西教生 **

   Distribution and abundance of Japanese serow in Tokaichiba region and Mt.Ozaki, Tsuru, Yamanashi 

Prefecture. NISHIMARU Takahiro*, KITAGAKI Kenji** & NISHI Norio**(*#202, 1-30-61, Wakabacho, Chofu, 

Tokyo, 182-0003 Japan;**Tsuru University Regional Exchange and Collaborative Work Center,3-8-1 Tahara, 
Tsuru, Yamanashi, 402-8555 Japan)   

  Our observation and sensor camera photographs confi rmed that Japanese serows live in Tsuru, Yamanashi 

Prefecture. Six cases were observed in the Tokaichiba region and four cases at Mt.Ozaki. There is no 
previous record on the serows observed  in these low-mountain areas according to archives of Tsuru city.  
This indicates  that the serows have expanded their habitat to these low-mountain areas as the national 
tendency shows. The possibility of a rapid increse in the population of Japanese serows is low since they 
tend to maintain a steady habitat density for their ecological feature.  Recently, the interspecifi c relationship 
between the Japanese serow and sika deer is indicated. It is necessary continue the reseach for analyzing 
the distribution and abaundanse of Japanese serows in Tsuru.
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　１ はじめに

　山梨県においてニホンカモシカ Capricornis crispus （以

下， カモシカ） は， 南アルプス一帯， 八ヶ岳山麓， 秩父

や御坂山塊などの山地及び周辺に生息しており 1）， その

個体数は増加傾向にあるとされている 2）． 筆者らは山梨

県都留市において， 2008 年より赤外線センサーカメラを

用いた継続的な哺乳類相調査を実施している． そのなか

で， 近年カモシカがこれまで生息が確認されていなかっ

た場所， とくに標高の低い場所で生息が確認されるように

なった． これらは全国的に見られる傾向である 3-8） . 近接

する神奈川県丹沢地域においては， 1970 年頃までは海

抜 400m 前後の地域から海抜 1600m 以上の地域まで広く

分布していたが 9）， 山口ら 10） の 1998 年の報告では最低

標高は 150 ｍの地点で確認されている． 山梨県都留市に

おけるカモシカの記録は， 十日市場地域における北垣ら 11）

の生息記録や尾崎山における都留文科大学フィールド ・

ミュージアム 12， 13） よる生息記録， 2006 年及び 2008 年に

都留市教育委員会に滅失届のあった鹿留地域の２個体，

その他に三ツ峠山や鹿留地域における地元住民， 登山

客などによる目撃情報がある程度で， ほとんど生息状況

の調査や記録はされていない．

　カモシカはツキノワグマ Ursus thibetanus と並び， 森林

連続性に対する要求が大きく， もっとも奥山的な哺乳類

の１種とされている 14）． それゆえにカモシカの分布傾向は

ツキノワグマとよく似る 15） とされ， 筆者らのセンサーカメラ

を使用した哺乳類相調査においても同じ地点でツキノワグ

マが撮影されている． 都留市においてはニホンカモシカ

の出現を前に， 1965 〜 1970 年頃より同じ偶蹄類のイノシ

シ Sus scrofa が， 2000 年頃よりニホンジカ Cervus nippon

が頻繁に出現するようになり 16）， 農林業への影響も大きく
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図 1　観察地域　（国土地理院電子地形図 25000 オンラインより西丸が作成．）
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なってきている． ニホンジカとカモシカについては， 2 種

間で生息地が分離するとの指摘もあり 17-19）， 今後カモシ

カの出現によって調査地での 2 種の関係がどのように変化

するかは注視すべき問題の一つである．

　本論ではこれまでの筆者らの観察例をまとめるとともに，

出現要因とニホンジカとの種間関係の 2 点から， 要因と

なる仮説の検討を行う． なお， 本研究は， 都留文科大学

地域交流研究センターのフィールド ･ ミュージアム部門に

おける事業の一環として実施した．

　２　観察地域

　　今回カモシカが確認されたのは， 山梨県都留市の都

留市湧水群地域に属する十日市場地域 （525m） 及び，

都留文科大学の南南西に位置する尾崎山 （967m） の 2

地点である． 十日市場地域は， 南向きの緩やかな斜面

に沿って果樹園や雑木林， 草原， 田畑， 水辺といった

環境が広がり， 最も低いところを柄杓流川が流れる． 典

型的な里山環境であり， この場所を見渡すように近くに中

央自動車道が走っている． 尾崎山は都留文科大学の南

側に位置し，山中には自然遊歩道が設置され，市民にとっ

て身近な山である． 林内はかつて畑や茅場が存在した名

残が今なお見られる． 山中は植林地と広葉樹林がパッチ

状に隣接し合い， 低木林や倒木によるギャップ環境が点

在する． 山中には河川は存在せず， まとまった雨のあと

にだけ沢筋に水が流れる．

　３　観察方法

　カモシカの確認は， 哺乳類相調査のために設置してい

る赤外線センサーカメラ （麻里布商事製 「Field Note Ⅱ」）

において撮影された個体を同定，又は直接観察により行っ

た． センサーカメラは十日市場地域では 5 箇所， 尾崎山

では延べ 7 箇所にした． この赤外線センサーカメラは熱

感知式だが太陽光にも反応しやすい傾向にあることから，

年間を通して太陽光が差し込みにくい暗所を選んで設置

している． また設置高については， 大型哺乳類を識別で

きるよう地上約 1m としている．

　なお， 本調査で得た映像資料はデジタル化し， 自由に

閲覧 ・ 活用できるよう都留文科大学地域交流研究セン

ターのフィールド ・ ミュージアム部門が管理している．

　４　観察報告のまとめ　

　本論では， 十日市場地域については 2008 年 10 月〜

2011 年 5 月まで， 尾崎山については 2009 年 10 月〜

2014 年 6 月までに撮影 ・ 直接観察されたカモシカ個体

について報告する． 今回センサーカメラによる撮影， 筆

者による直接観察されたのは合計 10 例であり， いずれも

5 月〜 10 月に集中し， カモシカの生活史上は一般に出

産 ・ 子育て期にあたると考えられた． 調査地における詳

細な観察報告は， 表 2 にまとめた通りである．

　４ ・ １　十日市場地域

　十日市場地域では， カモシカは合計 6 回センサーカメ

ラにより撮影された． 内訳は， 北垣ら 11） による 2009 年 7

月 18 日， 8 月 1 日， 9 月 22 日， 10 月 23 日， 10 月 27 日

の 5 例 （すべて A 地点） の報告に加え， 2011 年 5 月

10 日に同じく A 地点において 1 個体が撮影された． カモ

シカが撮影された環境はスギ Cryptomeria japonica ・ ヒノキ

Chamaecyparis obtusa の植林と， コナラ Quercus serrata，

オニグルミ Juglans mandshurica などからなる雑木林で， 片

側を急斜面に接する場所である． センサーカメラにより撮

影された 6 例はすべて 1 個体のみでの撮影であった．

　撮影された写真から個体識別を試みたが， 正面を捉え

た写真が少なく， 角や顔による識別は困難であった． ま

た体色についても， 撮影環境が野外のため， 光量不足

による色差が生じている可能性が高く，識別が困難であった．

　４ ・ ２　尾崎山

　尾崎山では， カモシカは合計 4 回確認された． 内訳は，

2013 年 5 月 22 日 （C 地点） 12）， 7 月 23 日 （B 地点） 13），

2014 年 5 月 31 日 （D 地点） の計 3 例がセンサーカメラに

よる撮影． 2014 年 6 月 21 日は筆者による直接確認におい

て 1 個体を観察した．

　B 地点は， 急斜面と急勾配に接する尾根沿いの遊歩

道で， アカマツ Pinus densifl ora 林を中心に， マメザクラ

Prunus incisa やアブラチャン Lindera praecox が疎らに生

え， 南側及び東側は急な傾斜となっている． C 地点は，

コナラやミズキ Swida controversa などからなる雑木林で，
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周囲には低木としてアブラチャンが生え， スギ ・ ヒノキの

植林地が接する． D 地点は， 沢の水源域で周囲は急傾

斜となっており， 周囲にはスギ ・ ヒノキが生える． 水源は

流れを形成するほどではないが僅かに水が浸み出ている

ため， 水場の利用を期待して設置したが， 横切るのみで

利用するシーンは撮影されなかった． センサーカメラによ

り撮影された 3 例すべてが 1 個体のみでの撮影であった．

撮影された写真から個体識別を試みたが， 2013 年 5 月

22 日に撮影された個体と 7 月 23 日に撮影された個体は

角の特徴が近似するものの， 写真のみで同一個体と判断

するのは困難であった． 他の個体については， 写真のア

ングルや光量の問題上， 識別が困難であった．

　直接観察をした E 地点は， アブラチャンの低木林とコナ

ラを中心とした広葉樹林が隣接するスギ ・ ヒノキの植林地

である． 観察した際は雨の降り始めで， 雨脚はさほど強く

はなかった． カモシカを観察したのは 12 時 45 分である．

スギ ・ ヒノキの植林地の奥に位置するアブラチャンの低木

林より， カモシカが勢いよく筆者を目がけて突進してきた．

手前 10m ほどで急に立ち止まり， お互いに相対した． 10

秒ほど静止したのち， またアブラチャンの低木林の方向

へ走り去った．  2013 年にセンサーカメラで撮影された個

体に比べ， 角はきわめて小さく別個体と考えられた．

　５　考察

　５ ・ １　カモシカの出現に関する考察

　カモシカは筆者らの調査においては十日市場地域にお

いては 2009 年より， 尾崎山においては 2013 年より生息

が確認されはじめた． 都留市内において平成 20 （2008）

年度以前の記録については， 確かな生息記録が現存し

ていない． 都留市鹿留地域でロッジを営む佐藤和男氏に

よれば， 鹿留地域では奥山部において以前よりカモシカ

の観察例がある． 直近においても， 2014 年豪雪の際に

鹿留川の支流においてカモシカの死体を確認したという．

カモシカは基本的に単独生活者であるため， カモシカの

成獣の行動圏は， 境界部分を除けば， オスどうしまたは

メスどうしで重複することなく， 隣接しあって配置され， 行

動圏が重複するのは， 基本的にオスとメスのあいだだけ

である． つまり生息域は， 同性個体同士がなわばり性を

示し合うか，あるいは若齢個体が分散することで拡大され，

生息密度も一定に保たれる 20， 21）． 今回の調査地での観

察例が生息地の拡大であると仮定すれば、 この 「なわば

りによる分散メカニズム」 22） によって， 新しい生息環境が

開拓されたことが推察された．

　今回カモシカが確認されたのは標高 560m 〜 727m の

低山地域である． 水野 3） によると， カモシカのような草食

動物にとって低山は， 高地よりも積雪量が少なく 積雪期

間が短くなることから， 厳冬期の食物条件が改善され死

亡率が低くなる． また， 低地へ降りたことによる厳冬期の

緩和は， 受胎率や妊娠出産成功率に影響することが考え

られるとしている．  つまり， 餌環境や繁殖条件を考慮す

ると， カモシカにとって低地への進出はメリットが大きいこ

とが推察される．

　とくに餌環境の点から推察すると， カモシカの食物供給

量は天然林下よりも疎林や伐採跡地， 造林地できわめて

多いとされ 8）， さらに伐採された後の樹齢 10 年までの幼

齢植林地において食物環境が向上し個体数が増加する

とされる 23）． 一時騒がれたカモシカの食害は， 若齢造林

地の拡大→夏季の豊富な餌植物による良好な環境の創

出→個体数の増加 ・ 分布域の拡大→被害の発生 15） とい

う構図が各地で指摘された． 今回の調査地においても現

在は林業が衰退し， 薪炭林も利用されなくなっている． と

くに奥山部での造林地 ・ 薪炭林の更新がなされなくなり，

カモシカにとって餌環境が乏しくなったため， 里に近い樹

林にまでカモシカが出現するようになった可能性が示唆さ

れた． これらは今回， より豊富な餌資源を必要とする子

育て期に集中して， 低山地域でカモシカが観察されたこ

とからも支持される．

　５ ・ ２　カモシカとニホンジカの種間関係に関する考察

　昨今， カモシカが現在のニホンジカの分布中心から消え

去るという事例が， 北上高地， 上尾， 丹沢， 大台ヶ原で報

告されている 19）． 一般にはカモシカとニホンジカの生息地

は餌条件や積雪深によって分離される． 南アルプスの調査

結果によると， ニホンジカの生息密度の高い地点でカモシ

カの生息密度が低い傾向にあり， 何らかの要因で種間競

争が起きている可能性が指摘されている 17）． 今回， 新たに

カモシカを確認した尾崎山， 十日市場地域はともにカモシ

カの出現以前に， ニホンジカの生息が確認されている． セ

ンサーカメラにおいては， 同じ場所に設置したカメラに両種
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図 2　2009 年 7 月 18 日， 14 時 15 分 （A 地点）．

図 9　2013 年 7 月 23 日， 時間不明 （B 地点）．

図 6　2009 年 10 月 27 日， 6 時 58 分 （A 地点）． 図 7　2011 年 5 月 10 日， 11 時 24 分 （A 地点）．

図 4　2009 年 9 月 22 日， 8 時 48 分 （A 地点）． 図 5　2009 年 10 月 23 日， 時間不明 （A 地点）．

図 8　2013 年 5 月 22 日， 時間不明 （C 地点）．

図 3　2009 年 8 月 1 日， 10 時 16 分 （A 地点）．
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図 10　2014 年 5 月 31 日， 17 時 5 分 （D 地点）．

が撮影されている． これらはニホンジカとカモシカが干渉

型競争におかれているのではなく， 消費型競争に近い関

係におかれていることを示唆している． 一般にニホンジカ

は繊維質の多い植物を好むグレーザー （grazer） であるの

に対し， カモシカは繊維質の少ない植物を好むブラウザー

（browser） であるとされる． つまり両種の餌となる植生環境

は互いに異なるため， 互いが同一の場所や餌資源を防衛

しあうような干渉型競争におかれる可能性は少ないと考えら

れる．

　大井 19） は岩手県北上高地での生息地分離の事例につ

いて， ニホンジカの食性にあった好適な生息環境が増えた

一方， カモシカの食性にあった好適な生息環境が減った結

果として生息地の分離が説明できるとしている． 今回の調

査地においても両種が生息していることが明らかとなり， 今

後の両種の関係については注視していく必要がある．

　５ ・ ３　まとめ

　カモシカは遅い繁殖と低い繁殖率， 高い生存率と長寿

命， 低い増加率といった点で特徴づけられ， 分布を拡大

しつつも環境条件の大きな改変がない限り， きわめて安

定した生息密度を維持する 18） とされるので， 急激に個体

数を増やすことはないと考えられる． 都留市内において

は， 本論で報告したとおり毎年確認されるようになってき

ており， 非常に低密度ではあるが生息しているものと考え

られる． 現在ある資料においては， これらが都留市にお

いてニホンカモシカの 「生息域の拡大」 または 「帰省」

と判断するには至らない． 同県内の南アルプスでは食害

が発生しており， 都留市内においては今後とも継続的に

調査を実施し， 生息状況などを明らかにし， カモシカと人

間の良好な関係を築いていくための保護管理策を検討し

ていく必要がある．
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